
　前号（本誌vol.63の13ページ参照）で概要
をお伝えしました「JFA リスペクト フェアプレー 
デイズ 2014 差別、暴力のない世界を！」に
ついてご報告します。
　この取り組みは、2014年9月5日～14日の
期間に行われた各種サッカー活動において、
サッカーやスポーツの現場で顕在化するさまざ
まな差別や暴力に反対、撲滅する意思を強く示
し、これらの問題発生を未然に防止するよう、
啓発を行うことを趣旨として実施しました。
　多くのサッカー関係者のご協力により、各世
代でのサッカー活動において、伝えたいメッセー
ジを発信することができました。また、身近な問
題として一緒に考える機会を設けたり、サッカー
ファミリーの皆さまとともに、この取り組みに参
加する機会を創出することができました。皆さま
のご理解ご協力に、この場を借りて厚くお礼申
し上げます。
　以下に、実施したそれぞれの活動内容をご紹
介します。

両チームキャプテンによる
差別、暴力根絶宣言
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　試合前に、両チームのキャプテンが差別、暴
力根絶に向けた宣言を読み上げ、選手からの
メッセージをスタジアムに来場したファン・サ
ポーターや関係者に届けることができました。
また、日本代表戦（SAMURAI BLUE、なでし
こジャパン）の選手の宣言はテレビで生放送さ
れ、視聴した多くの方にもわれわれのメッセージ
を届けることができました。日本代表戦でのメッ
セージカードは、テレビ視聴者へのプレゼントとし
て普及活動に活用しました。

各種試合におけるバナー掲示、
プロモーションビデオ上映
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　スタジアムでの両チームキャプテンからのメッ
セージとともに、メッセージバナーの掲示を行い
ました。試合前の両チームの選手全員と審判
団での合同フォトセッション時、試合後のスタジ
アム巡回時にメッセージバナーを選手たちが掲
げました。スタジアムの大型スクリーンではプロ
モーションビデオを上映し、多くの選手からのメッ

セージを何度も届けることができました。今シーズ
ンのJリーグの全試合会場で上映されています。

日本代表戦で審判団および両チームの
選手がリスペクトスリーブバッチを着用
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　これまで日本国内の審判員はリスペクトスリー
ブバッチを着用していましたが、今回新たな取り
組みとして、FIFAフェアプレーデイズ期間内（9
月1日～9日）に開催された日本代表戦で、審判
団および日本代表チームの全選手、対戦チー
ムの全選手が着用してプレーしました。審判員
だけでなく、選手全員が着用することでピッチに
立つ全ての人がリスペクトの精神を共有し、また
それを見た観客、テレビ視聴者にリスペクトの取
り組みをサッカー界を挙げて取り組んでいること
を広報することができました。
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暴力・暴言を、しない、させない、
そして許さないことを誓います。
私達一人一人のリスペクトの力、
大切に思う心で、
差別・暴力のない世界を、つくり、
守っていきましょう。
 
 ウルグアイ代表キャプテン ディエゴ・ゴディン
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9月5日 キリンチャレンジカップ2014
両チームキャプテンメッセージ（原文まま）

私達はサッカーの力を使って、
スポーツから、そしてこの社会から、
差別を撲滅することができると信じ、
この目標に向かって突き進むことを誓います。
皆さんも、私達とともに差別と闘ってくださる
ようお願いいたします。

 SAMURAI BLUEキャプテン 本田圭佑
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■キャプテンによる差別、暴力根絶宣言

キリンチャレンジカップ2014（9月5日）より　©Jリーグフォト

■メッセージバナー掲示
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■プロモーションビデオ上映
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■リスペクトスリーブバッチ着用

■日本代表戦メッセージカード



一緒に考えよう！シンポジウムの開催4
　JFAとしての宣言のほか、サッカー関係者、法
務省や他競技からのゲストも招き、さまざまな観
点から差別や暴力の問題について議論し、「差
別、暴力のない世界をつくる」ためにサッカー界
として何ができるかを考えました。当日は、JFA
登録指導者や都道府県サッカー協会関係者、
日本スポーツ振興センター、日本オリンピック委
員会、日本体育協会などのスポーツ団体関係
者、メディアなど総勢162名の参加があり、多く
の関係者と共に考えることができました。

【参加者感想】
・差別、暴力のない世界の実現に向け、
サッカー界から声を発する意義は大きい。
人種、宗教、国境を越えた共通のツールで
あるサッカーを通じ、世界に発信してもらい
たい。また、サッカーファミリーの一員として
その一助を担っていきたいと感じる。

・15年前、サッカー界では「フェアプレー」を
掲げていたが、最近は、差別や暴力、人
種差別の撤廃・廃止を掲げている。サッ
カーはプレーだけではなく、社会において
も責任を担い、率先して手本とならなけれ
ばならないと再認識し、考えるきっかけに
なった。

・普段、何気なく（悪気なく）発している言葉
にも、他者の人権を侵害してしまっている
こともある。常に「人権とは？」を意識して
いきたい。

参加しよう！フォトキャンペーン企画5
　JFAだけでなく、サッカーファミリー全員で主
体的にアクションを起こし、本キャンペーンに参
加することを目的に、キャンペーンロゴを持って、
選手や指導者、審判員、サポーター、家族、その
他のチームの活動を支えていただいている方で
写真を撮ってご応募いただきました。ご応募いた
だいたチームの中から抽選で、「ハビエル・ア

ギーレSAMURAI BLUE監督サイン入りグリー
ンカード」をプレゼントしました。

都道府県サッカー協会の取り組み6
　各種試合会場でのバナー掲示や指導者向
けの研修会などの活動を積極的に実施してい
ただきました。
　9月6日、県民体育大会サッカー競技の開催
に合わせて、大分県サッカー協会1種（社会人）
委員会が人権教育についての特別講義を行い
ました。この講義は各郡市町村の選手や指導
者を対象にしたもので、別府市役所人権同和
教育啓発課より講師2人を招き、差別や人権に
ついてディスカッションしました。普段は何気なく
発してる言動でも、受け取り方によっては「差別
的な言動」ともとられる場面などを参加者で共有
しました。

【参加者感想】
・試合終了後の講義だったため疲れていま
したが、「差別」についての講義はとても
良かったです。日頃、何気なく発してる言
葉が時と場所によっては差別的な発言と
とられることもあると考えました。また、仲の
良い人同士での言動においても、関係の
ない第三者からすれば差別的な言動とも
とられかねないこともあると感じました。こ
のような講義は学生の頃に受けており、
社会人になってからは不必要ではないか
と思っていましたが、全く逆で、社会人だ
からこそこのような講義を受けて日頃の社
会生活に生かすべきだと思いました。

・選手でもありますが、普段は中学生の指
導をしています。このような企画に参加す
るのは初めてで、正直言って面倒だという
気持ちもありました。しかし、講師の方々の
話を聞いているうちに大変考えさせられる
ことが多く、自分が恥ずかしくなりました。
普段から子どもたちに対して自分がしてい
る言動は良いのか、もしかしたら不適切な
言葉を言っているのではないかなど、より
深く考えて、今後指導者としての自分を
確立していけるように努力したいと思いま
す。 

啓発ツール制作7
　伝えたいメッセージを伝える、また一緒に考え
てもらうためのツー
ルとして、これまで
さまざまなツールを
制作しています
が、今回新たに
“選手のためのハン
ドブック”を制作しま
した。今後選手た
ちと一緒に考える
機会で活用してい
きます。

最後に8
　上記のように、「JFA リスペクト フェアプレー 
デイズ 2014 差別、暴力のない世界を！」に
ついて、さまざまな取り組みを実施しました。概
念図（下図参照）の中の予防・啓発・プロ
モーションについて、今回の活動で広く実施す
ることができました。当然、今回の活動だけでは
なく、継続してさまざまな啓発・普及活動を行
います。一方で、環境整備に関する取り組みに
ついては今後実施する必要があり、特に各都
道府県サッカー協会、各種リーグ・大会等で
未然防止の取り組みや啓発活動を行う「ウェル
フェアオフィサー」の設置に向けて早急に着手
します。本活動は継続することが大切であり、
皆さまとともに取り組んでいきたいと考えていま
す。引き続き、皆さまのご理解ご協力をお願いし
ます。

観察、評価、修正

環境整備 予防・啓発・プロモーション
・対応、教育、啓発担当者（ウェルフェアオフィサーの設置）

・規定新設、見直し
・マニュアル整備
  （リスクマネジメント）
・窓口体制整備
  （whistle blowing機能）
・実地トレーニング実施

・プロモーションツール作成・
　掲示
・Anti-差別／
　暴力根絶Day設置
・他団体、自治体等との連携

地域、47FA、Jリーグや各連盟、
クラブ、各種関連団体との連携

リスペクト・フェアプレー委員会

規律、裁定、技術、審判
スポーツ医学委員会、インテグリティー協議会

性的犯罪

不平等

ドラッグ

ドーピング

いじめ

八百長

ハラスメント

差別

暴力
暴言

国内外のサッカー界において顕在化する問題に対して
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“サッカーは差別や暴力と闘う”
“サッカーは差別や暴力のない世界を
つくってみせる”
 大仁邦彌JFA会長　宣言
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■シンポジウム（9月6日）

■フォトキャンペーン


